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も
っ
と
知
ろ
う　

ず
っ
と
守
ろ
う

　
　
　
　
　
　
　
　

わ
が
と
こ
の
文
化
財

　

文
化
財
と
は
、
私
た
ち
の
長
い
歴
史
の

中
で
生
ま
れ
、
育
ま
れ
、
今
日
の
世
代
に

守
り
伝
え
ら
れ
て
き
た
貴
重
な
財
産
で
す
。

　

例
え
ば
、お
寺
や
神
社
の
建
物
、彫
刻
（
仏

像
）、
絵
、
お
祭
、
遺
跡
、
貴
重
な
動
物
や

文
化
財
と
は
？

植
物
な
ど
を
指
し
ま
す
。

　

私
た
ち
の
国
の
歴
史
、
伝
統
、
文
化
な

ど
を
理
解
す
る
た
め
に
欠
く
こ
と
の
で
き

な
い
も
の
で
あ
る
と
同
時
に
、
将
来
の
文

化
の
向
上
発
展
の
基
礎
を
な
す
も
の
で
す
。

　

文
化
財
は
、
文
化
財
保
護
法
、
島
根
県

文
化
財
保
護
条
例
、
西
ノ
島
町
文
化
財
保

護
条
例
に
基
づ
き
、
指
定
、
登
録
、
選
定

す
る
こ
と
に
よ
り
保
護
さ
れ
て
お
り
、
そ

れ
に
よ
り
以
下
の
６
つ
に
区
分
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

　

建
造
物
、
絵
画
、
彫
刻
、
工
芸
品
、
書
籍
、
典
籍
、

古
文
書
、
そ
の
他
の
有
形
の
文
化
的
所
産
で
我
が
国
の

歴
史
上
又
は
芸
術
上
価
値
の
高
い
も
の
。
な
ら
び
に
考

古
資
料
及
び
そ
の
学
術
上
の
価
値
の
高
い
歴
史
資
料
。

　

演
劇
、
音
楽
、
工
芸
技
術
そ
の
他
の
無
形
文
化
的
所

産
で
我
が
国
の
歴
史
上
又
は
芸
術
上
価
値
の
高
い
も
の
。

　

衣
食
住
、
生
業
、
信
仰
、
年
中
行
事
等
に
関
す
る
風

俗
習
慣
、
民
俗
芸
能
及
び
こ
れ
ら
に
用
い
ら
れ
る
衣
服
、

器
具
、
家
屋
そ
の
他
物
件
で
我
が
国
の
生
活
推
移
理
解

の
為
に
欠
く
こ
と
の
で
き
な
い
も
の
。

　

貝
塚
、
古
墳
、
都
城
跡
、
城
跡
、
旧
宅
そ
の
他
遺
跡

で
我
が
国
に
と
っ
て
歴
史
上
又
は
学
術
上
価
値
の
高
い

も
の
。
庭
園
、
橋
梁
、
渓
谷
、
海
浜
そ
の
他
名
勝
地
で

我
が
国
に
と
っ
て
芸
術
上
、
ま
た
は
鑑
賞
上
価
値
の
高

い
も
の
。
動
物
、植
物
及
び
地
質
鉱
物
で
我
が
国
に
と
っ

て
学
術
上
価
値
の
高
い
も
の
。

　

地
域
に
お
け
る
人
々
の
生
活
又
は
生
業
及
び
当
該
地

域
の
風
土
に
よ
り
形
成
さ
れ
た
景
観
地
で
わ
が
国
民
の

生
活
又
は
生
業
の
理
解
の
た
め
欠
く
こ
と
の
で
き
な
い

も
の
。

　

周
囲
の
環
境
と
一
体
を
な
し
て
歴
史
的
風
致
を
形
成

し
て
い
る
伝
統
的
な
建
造
物
群
で
価
値
の
高
い
も
の
。
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現
在
、
西
ノ
島
町
に
所
在
す
る
指
定
文
化
財
は
、
下
記
一
覧
の
と
お
り
合
計
44

件
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
所
有
者
や
管
理
者
の
理
解
と
協
力
を
得
な
が
ら
、
そ
の
保

護
と
活
用
を
図
っ
て
い
ま
す
。

　

文
化
財
は
、
そ
の
一
つ
ひ
と
つ
が
土
地
の
歴
史
と
風
土
の
中
で
長
い
歳
月
に
わ

た
り
、
私
た
ち
の
祖
先
に
よ
っ
て
大
切
に
伝
え
ら
れ
た
貴
重
な
文
化
遺
産
で
す
。

　

皆
さ
ん
も
一
度
、
町
内
の
文
化
財
を
巡
っ
て
み
ら
れ
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う

か
？
新
た
な
発
見
に
つ
な
が
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

西
ノ
島
町
内
の
指
定
文
化
財

図番 分類 名称 指定年月日
１ 記・天 クロキヅタ T11.3.8
２ 記名天 隠岐国賀海岸 S13.5.30
３ 記・天 星神島オオミズナギドリ繁殖地 S13.5.30
４ 重有民 トモド S30.2.3
５ 重有民 隠岐の田楽と庭の舞

（美田八幡宮の田楽）

（日吉神社庭の舞）

H4.3.11

６ 有・建 焼火神社本殿・通殿・拝殿 H4.8.10

図番 分類 名称 指定年月日
7 無・民 隠岐西ノ島シャーラブネ H16.2.6

図番 分類 名称 指定年月日
8 記・史 黒木御所 S33.8.1
9 有・古 銅鐘 S41.5.31
10 記・天 焼火神社域植物群 S45.10.27
11 有・古 紙本墨書　笠置家文書 S50.8.12
12 有・古 紙本墨書　笠置家文書 H12.3.28

図番 分類 名称 指定年月日
13 有・考 美田出土石器 S51.5.20
14 記・天 ラカンマキ S51.5.20
15 記・天 タブノキ S51.5.20
16 有・書 大般若波羅密多経 S52.12.10
17 有・建 由良比女神社　本殿 S57.3.7
18 有・建 美田八幡宮　本殿 S57.3.7
19 記・天 カラスバト繁殖地 S58.3.10
20 記・史 寺ノ峯経塚 S59.4.21
21 記・天 エドヒガン S60.9.9
22 有・古 紙本墨書　焼火神社縁起所 S61.9.27
23 有・古 紙本墨書　沙門良源勧進帳 S61.9.27
24 記・天 オオバヤドリギ S61.9.27
25 記・天 オオバヤドリギ S61.9.27
26 記・史 焼火神社社務所石垣 S63.3.14
27 記・天 カゴの木 H2.7.10
28 無・技 刀匠「沖光」二代目 H2.7.10

図番 分類 名称 指定年月日
29 有・建 焼火神社社務所（松浦家居宅） H4.12.10
30 有・彫 木造愛染明王仏龕 H10.3.26
31 有・彫 木造地蔵菩薩立像 H10.3.26
32 有・彫 木造薬師如来立像 H10.3.26
33 有・彫 木造大黒天立像 H10.3.26
34 有・彫 銅像如来形坐像 H10.3.26
35 有・彫 銅像菩薩形坐像 H10.3.26
36 有・彫 十一面観音菩薩懸仏 H10.3.26
37 有・彫 十一面観音菩薩 H10.3.26
38 有・彫 如来形懸仏 H10.3.26
39 有・古 山田家文書 H15.7.1
40 記・史 日本廻国供養塔 H15.7.1
41 記・天 クスノキ H18.1.12
42 有・民 チカライシ H18.1.12
43 有・他 講話記念刀（太刀） H22.11.12
44 有・他 軍刀（たち）及び札 H26.6.23
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貞
享
４
年（
１
６
８
７
年
）の「
隠
岐
記
」に
、島
前
３
２
７
艘
、

島
後
１
９
７
艘
の
ト
モ
ド
が
あ
っ
た
と
記
録
さ
れ
て
お
り
、
古

く
は
隠
岐
島
に
あ
る
船
の
大
部
分
を
占
め
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。

　

ト
モ
ド
の
手
法
は
、
二
本
の
丸
太
を
別
々
に
え
ぐ
り
こ
れ
を

補
助
材
と
共
に
両
方
か
ら
つ
な
ぎ
合
わ
せ
た
も
の
で
あ
る
。
そ

の
名
称
は
、
と
も
で
櫓
を
使
う
か
ら
「
と
も
ろ
」、
舟
の
後
部

が
大
き
い
か
ら「
と
も
ぶ
」と
の
転
訛
な
ど
、種
々
の
説
が
あ
る
。

　

用
途
は
非
常
に
広
く
、
単
に
カ
ナ
ギ
の
み
な
ら
ず
、
そ
の
他

の
漁
労
に
も
、ま
た
運
送
に
も
盛
ん
に
使
わ
れ
た
と
い
わ
れ
る
。

し
か
し
板
舟
の
発
達
と
、
用
材
の
モ
ミ
の
木
が
得
が
た
く
な
っ

た
た
め
、
昭
和
に
な
る
と
殆
ど
見
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
り
、

今
で
は
西
ノ
島
に
た
だ
一
艘
残
る
だ
け
と
な
っ
た
。トモド

　

山
桜
の
一
種
で
あ
り
、
本
州
・
四
国
・
九
州
・
朝
鮮
半
島
（
済

州
島
）
な
ど
に
分
布
し
て
い
る
。
こ
の
桜
は
長
寿
で
、
現
存
す

る
も
の
で
、
山
梨
県
・
神
代
桜
１
，
８
０
０
年
、
岐
阜
県
・
薄

墨
桜
１
，
５
０
０
年
位
等
と
言
わ
れ
て
い
る
。
普
通
樹
高
は
20

ｍ
位
で
、
幹
も
目
通
り
の
径
が
３
ｍ
位
に
な
る
も
の
が
あ
る
。

そ
の
花
も
ヒ
ガ
ン
桜
の
如
く
小
形
で
あ
る
が
、
優
雅
で
名
木
と

称
せ
ら
れ
る
も
の
も
多
い
。
勿
論
そ
の
材
も
貴
重
で
あ
る
。

　

島
前
は
古
代
か
ら
焼
畑
農
、
牧
畑
か
ら
植
林
と
進
み
、
現
在

エ
ド
ヒ
ガ
ン
は
こ
の
１
本
が
残
る
だ
け
に
至
っ
て
い
る
。

　

造
林
地
の
緑
に
萌
芽
木
と
し
て
残
り
、
萌
芽
推
定
年
齢
は
植

林
木
よ
り
１
０
０
年
位
と
思
わ
れ
る
。
枝
は
箒
状
に
伸
び
て
樹

勢
は
良
好
、
４
月
初
旬
に
淡
紅
色
の
花
が
満
開
と
な
る
。

　

昭
和
28
年
頃
か
ら
自
家
沖
光
鍛
錬
所
で
修
行
、
27
年
講
和
記

念
刀
頒
布
会
に
出
品
後
二
代
目
沖
光
を
継
ぐ
。

　

第
２
〜
６
回
新
作
刀
展
出
品
、
入
選
。
以
後
18
回
。
製
作
本

数
１
５
０
振
。

　

原
さ
ん
は
刀
の
み
な
ら
ず
、
ヤ
ス
等
の
鉄
製
の
漁
具
、
包
丁
・

あ
ぶ
っ
こ
（
鉄
網
）
等
の
日
常
の
鉄
器
と
い
っ
た
、
西
ノ
島
の

生
活
に
必
要
な
道
具
を
作
成
し
、
社
会
的
に
広
く
影
響
を
与
え

て
い
る
。

制作の様子

【
国
指
定
重
要
有
形
民
俗
文
化
財
】

　
　
　
　
　

ト
モ
ド　
　
（
図
表
№
４
）

【
町
指
定
天
然
記
念
物
】

　
　
　
　
　

エ
ド
ヒ
ガ
ン　
（
図
表
№
21
）

【
町
指
定
無
形
文
化
財
】

　
　

刀
匠
「
沖
光
」
二
代
目
（
図
表
№
28
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

船
越　

原　

寛
さ
ん
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文
化
財
保
護
審
議
会

　

西
ノ
島
町
教
育
委
員
会
で
は
、
附
属
機
関
と
し
て
西
ノ
島
町

文
化
財
保
護
審
議
会
を
設
け
て
い
ま
す
。

　

こ
の
審
議
会
は
、
西
ノ
島
町
教
育
委
員
会
の
諮
問
に
応
じ
て

文
化
財
の
保
存
及
び
活
用
に
関
す
る
重
要
な
事
項
に
つ
い
て
調

査
審
議
し
、
あ
る
い
は
こ
れ
ら
の
事
項
に
関
し
て
教
育
委
員
会

に
意
見
を
述
べ
ま
す
。

　

審
議
会
の
委
員
は
、
専
門
的
・
総
合
的
な
見
地
か
ら
調
査
審

議
を
行
う
た
め
に
、
幅
広
い
分
野
の
学
識
経
験
者
を
選
任
し
、

教
育
委
員
会
が
委
嘱
し
ま
す
。

　

現
在
、
審
議
会
は
５
名
の
委
員
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。
平

成
27
年
４
月
１
日
現
在
の
委
員
は
左
表
の
と
お
り
で
す
。

西
ノ
島
町
文
化
財
保
護
審
議
委
員
名
簿

（
平
成
27
年
４
月
１
日
現
在
）

役　

職

氏　
　
　

名

会　

長

口
村　

光
房

副
会
長

松
浦　

道
仁

委　

員

安
達　

美
知
子

委　

員

三
角　

和
憲

委　

員

熊
沢　

浩
隆

図表№９仏像

「木造薬師如来像」

「
隠
岐
の
文
化
財
」
誌
と
は

　

西
ノ
島
町
文
化
財
保
護
審
議
会
副
会
長
で
あ
る
松
浦
道
仁
さ

ん
が
編
集
委
員
長
を
務
め
る
、
隠
岐
の
文
化
財
編
集
会
議
の

方
々
の
努
力
に
よ
り
、
昭
和
46
年
３
月
よ
り
発
行
を
続
け
て
い

ま
す
。（
発
刊
当
初
は
隠
岐
島
前
教
育
委
員
会
文
化
財
専
門
委

員
に
よ
る
編
集
の
「
島
前
の
文
化
財
」
誌
、第
12
巻
ま
で
あ
り
）

　

本
誌
は
、「
太
古
以
来
、
隠
岐
と
い
う
恵
ま
れ
た
自
然
の
中

で
、
豊
か
な
生
活
と
独
特
の
文
化
を
作
り
上
げ
て
き
た
人
々
の

記
録
」
と
い
え
る
も
の
で
す
。（
島
前
の
文
化
財
第
11
巻
巻
頭

言
よ
り
）

　

こ
れ
ら
が
本
町
で
は
、
貴
重
な
第
１
巻
か
ら
全
て
の
バ
ッ
ク

ナ
ン
バ
ー
が
揃
っ
て
お
り
、
西
ノ
島
町
立
中
央
公
民
館
に
て
お

買
い
求
め
い
た
だ
け
ま
す
。

　

住
民
の
皆
さ
ん
の
理
解
と
研
究
の
為
の
橋
渡
し
役
と
な
り
得

る
本
誌
を
、
ぜ
ひ
一
度
手
に
取
っ
て
ご
覧
い
た
だ
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

最
新
号
（
第
32
号
）
好
評
発
売
中
！

隠
岐
島
前
の
ニ
ホ
ン
ミ
ツ
バ
チ
（
２
）、
島
後
の
神

楽
に
関
す
る
古
文
書
解
説
等
、
充
実
し
た
内
容
と

な
っ
て
お
り
ま
す
。

中央公民館「隠岐の文化財」「島前の文化財」コーナー

　

西
ノ
島
町
に
は
素
晴
ら
し
い
文
化
財
が
多

数
あ
り
ま
す
。
こ
う
し
た
も
の
を
学
び
、
様
々

な
災
厄
か
ら
守
り
、
後
世
に
伝
え
る
こ
と
は

と
て
も
重
要
で
あ
り
、
私
た
ち
の
義
務
で
す
。

　

今
ま
で
文
化
財
に
関
心
の
な
か
っ
た
方
が
、

今
回
の
特
集
を
読
み
、
少
し
で
も
興
味
・
関

心
を
持
っ
て
い
た
だ
け
る
と
嬉
し
い
で
す
。
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中上　哲一　議員

①
過
疎
対
策
事
業
と
の
違
い

　

地
方
創
生
事
業
と
過
疎
対
策
事
業
の
目
的
は

重
な
る
部
分
が
多
い
と
思
う
が
、
両
事
業
の
関

係
と
相
違
点
に
つ
い
て
。

②
第
５
次
西
ノ
島
町
総
合
振
興
計
画
と
の
関
係

　

５
次
総
振
計
画
（
Ｈ
25
年
〜
Ｈ
34
年
）
と
地

方
創
生
事
業
と
の
位
置
づ
け
と
整
合
性
、
又
、

計
画
と
実
施
へ
の
組
織
体
制
と
時
期
に
つ
い
て

の
関
係
は
。

③
人
材
不
足
に
つ
い
て

　

本
町
で
は
、
各
事
業
所
の
人
材
が
不
足
し
事

業
活
動
に
支
障
を
来
た
し
て
い
る
。
国
、
県
、

町
の
対
策
も
行
わ
れ
て
い
る
が
、
地
元
産
業
の

た
め
の
人
材
確
保
の
シ
ス
テ
ム
づ
く
り
を
地
方

創
生
事
業
に
よ
り
対
応
で
き
な
い
か
。
外
国
人

技
能
実
習
制
度
の
活
用
は
ど
う
か
。

①
過
疎
対
策
事
業
は
、
人
口
減
少
率
と
財
政
力

指
数
を
基
に
過
疎
地
域
の
指
定
を
受
け
た
地

域
が
、
特
別
措
置
に
よ
る
自
立
促
進
を
図
り
、

住
民
福
祉
の
向
上
や
地
域
格
差
の
是
正
な
ど

を
目
的
と
し
て
行
う
事
業
で
あ
る
。

　

地
方
創
生
に
係
る
事
業
は
、
人
口
減
少
対

策
や
地
域
の
住
み
よ
い
環
境
確
保
、
活
性
化

な
ど
を
目
的
と
し
た
「
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご

と
・
創
生
法
」
に
基
づ
い
て
策
定
さ
れ
る
「
地

方
版
総
合
戦
略
」
の
施
策
の
実
施
に
あ
た
り
、

国
が
「
情
報
支
援
」「
人
的
支
援
」「
財
政
支
援
」

を
行
う
事
業
で
あ
る
。

　

両
事
業
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
過
疎
計
画
以

外
の
事
業
で
も
「
総
合
戦
略
」
の
施
策
と
し
て

盛
り
込
ま
れ
る
も
の
で
あ
れ
ば
、
新
型
交
付
金

の
対
象
事
業
と
し
て
実
施
で
き
る
こ
と
に
な
る
。

②
総
合
振
興
計
画
は
社
会
情
勢
の
変
化
や
新
た
な

町
民
の
ニ
ー
ズ
を
踏
ま
え
た
上
で
、
本
町
の
目

指
す
べ
き
姿
や
そ
の
実
現
に
必
要
な
施
策
を
載
せ

た
、
町
政
運
営
の
指
針
と
な
る
も
の
で
あ
る
。

　

基
本
的
に
は
、
地
方
創
生
の
目
的
で
あ
る

人
口
減
少
対
策
や
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
の
住
み

よ
い
環
境
確
保
な
ど
同
じ
方
向
を
目
指
し
て

い
る
事
か
ら
、
総
合
振
興
計
画
の
推
進
が
地

方
創
生
に
繋
が
っ
て
行
く
も
の
と
思
う
。

　

な
お
、
基
幹
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
推
進
す
る
為

の
具
体
的
な
取
組
内
容
等
の
検
討
は
、
官
民

で
構
成
す
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
を
４
月

を
目
処
に
立
ち
上
げ
、
島
根
県
の
総
合
戦
略

を
勘
案
し
な
が
ら
、12
月
頃
に
は
「
総
合
戦
略
」

の
案
を
示
し
て
い
く
。

③
全
国
的
に
人
材
が
不
足
し
て
お
り
、
今
後
は

市
町
村
間
で
人
材
確
保
の
競
争
が
激
化
す
る

こ
と
が
予
想
さ
れ
、
こ
れ
ま
で
の
よ
う
な
事
業

所
へ
の
人
件
費
の
軽
減
策
だ
け
で
な
く
、
生
活

面
で
の
環
境
整
備
は
行
政
が
主
体
と
な
っ
て

取
り
組
み
、
本
町
で
の
生
活
や
職
場
の
良
さ

を
ア
ピ
ー
ル
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
に
な
る
。

　

外
国
人
技
能
実
習
制
度
の
活
用
に
つ
い
て

は
、
本
町
で
も
民
間
に
お
い
て
確
保
の
動
き

が
見
ら
れ
、
労
働
力
不
足
を
補
う
方
法
の
ひ

と
つ
と
考
え
て
い
る
。

　

総
合
戦
略
の
策
定
に
お
い
て
、
民
間
や
専
門

の
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
も
招
致
し
て
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
を
立
ち
上
げ
、
大
都
市
圏
か
ら
の
還
流
や
、

地
元
の
人
材
の
確
保
・
定
着
な
ど
を
通
じ
て
、

地
域
産
業
を
支
え
る
人
材
の
確
保
に
必
要
な

施
策
を
検
討
し
て
い
く
。

尾﨑　満　議員

　

急
速
な
少
子
高
齢
化
の
進
展
に
伴
い
、
全
国

の
地
方
自
治
体
で
は
、
人
口
の
現
状
と
将
来
の

展
望
を
提
示
す
る
地
方
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
、
今
後

５
か
年
の
目
標
や
施
策
の
基
本
的
方
向
ま
た
、

具
体
的
な
施
策
を
ま
と
め
た
「
地
方
版
総
合
戦

略
」
の
策
定
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

　

今
年
は
、「
地
方
創
生
」
元
年
で
あ
り
、
地
方

の
や
る
気
が
試
さ
れ
ま
た
そ
の
力
量
も
問
わ
れ

る
と
も
言
わ
れ
て
い
る
。

　
「
西
ノ
島
創
生
」
の
重
要
な
一
年
と
考
え
る
が
、

準
備
状
況
も
含
め
町
長
の
考
え
は
。

　

西
ノ
島
創
生
に
つ
い
て
は
、
雇
用
の
場
の

創
出
に
つ
な
が
る
産
業
の
振
興
、
安
心
し
て

産
み
育
て
る
こ
と
の
で
き
る
子
育
て
支
援
・

少
子
化
対
策
を
最
優
先
に
考
え
、
福
祉
・
医
療
・

教
育
の
充
実
も
人
口
減
少
対
策
に
は
欠
か
せ

な
い
重
要
な
要
素
で
あ
る
。

　

実
行
に
は
ス
ピ
ー
ド
感
を
も
っ
て
取
組
み
、

重
点
的
な
取
組
み
が
必
要
な
も
の
は
、
基
幹

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
し
て
検
討
し
、
優
先
順
位

や
実
現
性
を
考
慮
し
な
が
ら
、
総
合
戦
略
に

盛
り
込
ん
で
実
施
し
て
い
く
。

　

次
に
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
準
備
状
況
は
今

後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
、
進
め
方
の
方
針
な
ど

検
討
中
で
あ
り
、
本
町
の
「
総
合
戦
略
」
案

を
12
月
頃
に
は
示
し
た
い
。

　

現
在
の
状
況
は
、
策
定
の
前
提
と
な
る
人
口

の
現
状
及
び
将
来
の
見
通
し
を
基
に
し
た
「
人

口
ビ
ジ
ョ
ン
」
を
作
成
中
で
あ
る
。

小島　正春　議員

　

国
を
挙
げ
て
の
施
策
で
あ
る
地
方
創
生
と
人
口

減
少
問
題
に
つ
い
て
、
２
０
１
６
年
３
月
ま
で
に

「
地
方
版
総
合
戦
略
」
を
策
定
し
な
く
て
は
い
け

な
い
。
総
合
戦
略
の
中
身
次
第
で
国
の
交
付
金
に

差
が
生
じ
る
と
あ
り
、
各
自
治
体
の
知
恵
比
べ
で

も
あ
り
、
自
治
体
の
力
が
試
さ
れ
て
い
る
。
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総
合
戦
略
を
作
成
す
る
ま
で
の
過
程
と
メ
ン

バ
ー
構
成
を
ど
の
よ
う
に
行
う
の
か
。
ま
た
、

町
長
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
で
あ
る
「
夢
と
笑
顔
の
あ

ふ
れ
る
町
づ
く
り
」
を
実
行
す
る
う
え
で
、
ど

の
よ
う
な
戦
略
を
行
う
か
。

　
「
総
合
戦
略
」
を
作
成
す
る
ま
で
の
過
程
に
つ

い
て
は
、
人
口
の
現
状
及
び
将
来
の
見
通
し
を

基
に
し
た
「
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
」
を
作
成
し
、
総

振
の
基
幹
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
検
討
さ
れ
た
内
容

か
ら
今
後
５
ヶ
年
の
目
標
や
基
本
的
方
向
、
具

体
的
な
施
策
と
し
て
ま
と
め
作
成
し
て
い
く
。

　

ま
た
、
メ
ン
バ
ー
構
成
に
つ
い
て
は
、
官
民

で
構
成
す
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
メ
ン
バ
ー
と
そ
れ

ら
を
と
り
ま
と
め
る
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
で

構
成
し
た
い
。
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
メ
ン
バ
ー
に
は
、

子
育
て
世
代
を
メ
ン
バ
ー
に
入
れ
る
な
ど
、
実

益
性
の
高
い
計
画
づ
く
り
に
努
め
る
。

　
「
夢
と
笑
顔
の
あ
ふ
れ
る
町
づ
く
り
」
に
つ
い

て
は
、「
人
の
力
」
が
主
役
に
な
っ
た
町
づ
く
り

を
進
め
、
豊
か
な
資
源
を
活
か
し
、
み
ん
な
で

助
け
合
い
、
心
身
と
も
に
健
や
か
に
暮
ら
せ
る

西
ノ
島
の
実
現
に
向
け
、
総
合
振
興
計
画
の
着

実
な
推
進
に
傾
注
す
る
。

安達　静香　議員

　
『
図
書
館
が
人
を
育
て
、
人
が
図
書
館
を
育
て

る
』
と
云
わ
れ
、
図
書
館
は
地
域
の
中
で
も
住

民
の
知
の
拠
点
、
ま
ち
づ
く
り
の
拠
点
と
し
て

位
置
づ
け
ら
れ
る
と
考
え
る
。
県
内
で
も
公
立

図
書
館
の
整
備
が
さ
れ
て
い
な
い
本
町
だ
が
、

図
書
館
構
想
を
策
定
す
る
予
定
は
な
い
の
か
。

　

併
せ
て
、
小
中
学
校
新
校
舎
の
学
校
図
書
館

は
小
中
共
有
型
ス
ペ
ー
ス
と
な
る
予
定
だ
が
、

本
町
唯
一
の
学
校
図
書
館
を
ど
の
よ
う
に
考
え
、

ど
の
よ
う
な
構
想
を
持
っ
て
活
用
し
て
い
く
か
。

　

図
書
館
は
、
読
書
に
対
す
る
ニ
ー
ズ
は
も
と

よ
り
、
幼
児
か
ら
高
齢
者
ま
で
全
て
の
年
齢
層

が
気
軽
に
利
用
し
や
す
い
こ
と
や
、
憩
い
の
場
、

学
習
の
場
、
又
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の
場
な
ど
、

そ
の
役
割
と
機
能
は
多
岐
に
亘
っ
て
い
る
。

　

読
書
活
動
を
通
じ
て
様
々
な
情
報
、
知
識
を

得
る
こ
と
に
よ
り
、
文
化
的
で
豊
か
な
心
と
う

る
お
い
の
あ
る
生
活
を
営
む
こ
と
が
で
き
る
施

設
整
備
の
必
要
性
を
常
々
認
識
し
て
お
り
、
町

民
の
皆
さ
ん
の
意
見
を
伺
い
な
が
ら
、
施
設
整

備
の
早
期
実
現
を
目
指
す
。

　

読
書
活
動
は
子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
知
的
活

動
や
豊
か
な
情
操
を
育
み
、
人
格
形
成
の
上
で

大
き
な
役
割
を
果
た
す
も
の
と
考
え
て
い
る
。

　

こ
れ
ま
で
小
中
学
校
に
お
い
て
「
子
供
読
書

県
し
ま
ね
事
業
」
を
活
用
し
、
学
校
司
書
や
図

書
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
配
置
し
、
小
学
校
で
は
地

域
の
方
々
の
協
力
を
得
て
、
読
み
聞
か
せ
な
ど

も
実
施
し
て
い
る
。

　

28
年
度
に
は
公
民
館
図
書
室
と
学
校
図
書
館
を

オ
ン
ラ
イ
ン
化
す
る
予
定
で
あ
り
、
双
方
か
ら
蔵

書
の
検
索
が
可
能
な
シ
ス
テ
ム
を
構
築
し
た
い
。

　

新
校
舎
完
成
後
の
学
校
図
書
館
は
、
人
的
配

置
や
シ
ス
テ
ム
の
構
築
に
よ
っ
て
、
蔵
書
の
管

理
、
整
備
の
充
実
等
を
継
続
し
て
子
ど
も
た
ち

の
主
体
的
な
調
べ
学
習
、
あ
る
い
は
安
心
し
て

過
ご
せ
、
心
安
ら
ぐ
空
間
と
な
る
よ
う
小
中
学

校
の
教
職
員
と
も
知
恵
を
出
し
合
っ
て
、
有
効

活
用
に
努
め
て
い
き
た
い
。

　

10
年
目
を
迎
え
た
が
、
今
後
は
さ
ら
に
、
地

域
を
あ
げ
て
取
り
組
む
べ
き
と
考
え
る
が
、
こ

れ
ま
で
の
取
り
組
み
の
成
果
と
課
題
、
そ
し
て

今
後
の
方
向
性
と
具
体
的
な
案
を
伺
う
。

　

学
校
教
育
と
社
会
教
育
の
両
面
で
様
々
な
ふ
る

さ
と
教
育
に
取
り
組
ん
で
お
り
、
学
校
で
は
総
合

的
な
学
習
の
時
間
を
利
用
し
て
地
域
交
流
、
小
学

校
の
発
表
会
、
中
学
校
の
演
劇
活
動
、
ジ
オ
学
習
、

清
掃
活
動
等
、
社
会
教
育
で
は
地
域
力
醸
成
プ
ロ

グ
ラ
ム
や
自
然
観
察
会
、
公
共
施
設
の
見
学
な
ど

を
公
民
館
活
動
と
し
て
行
っ
て
い
る
。

　

地
域
の
方
々
の
学
校
や
子
供
た
ち
を
支
援
す
る

意
識
が
高
ま
っ
て
お
り
素
晴
ら
し
い
こ
と
で
あ
る
。

　

課
題
と
し
て
は
、
学
校
で
総
合
的
な
学
習
の

時
間
数
が
大
幅
に
減
り
、
統
合
前
の
３
校
が
そ

れ
ぞ
れ
実
施
し
て
い
た
交
流
事
業
等
は
全
部
継

続
す
る
こ
と
が
出
来
な
く
な
り
、
一
部
見
直
し

を
検
討
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
で
あ
る
。

　

今
後
の
方
向
性
と
し
て
は
、
小
中
学
校
が
連

携
し
て
成
長
の
過
程
に
見
合
っ
た
活
動
を
す
る

こ
と
や
「
ふ
る
さ
と
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
会
議
」、

「
キ
ャ
リ
ヤ
教
育
懇
話
会
」
等
で
議
論
を
深
め
、

様
々
な
分
野
か
ら
意
見
を
伺
い
、
充
実
し
た
ふ

る
さ
と
教
育
の
具
体
策
を
探
っ
て
い
き
た
い
。

中上　省三　議員

　

フ
ェ
リ
ー
し
ら
し
ま
は
年
間
通
し
て
境
港
の

着
時
間
は
13
時
20
分
で
あ
る
が
Ｊ
Ｒ
境
線
の
土

曜
、
休
日
ダ
イ
ヤ
は
境
港
発
13
時
22
分
で
、
乗

り
換
え
時
間
が
２
分
し
か
な
い
。　

　

西
郷
発
を
８
時
15
分
に
す
れ
ば
乗
り
換
え
時

間
が
で
き
る
。
又
、
冬
ダ
イ
ヤ
の
フ
ェ
リ
ー
し

ら
し
ま
は
境
港
発
14
時
10
分
で
Ｊ
Ｒ
境
港
駅
着

は
平
日
が
14
時
３
分
、
土
曜
、
休
日
は
14
時
14

分
で
あ
る
た
め
、
土
曜
、
休
日
に
フ
ェ
リ
ー
の

発
時
間
を
14
時
30
分
に
す
れ
ば
解
決
で
き
る
が

町
長
の
考
え
を
伺
い
た
い
。

　

フ
ェ
リ
ー
「
し
ら
し
ま
」
の
ダ
イ
ヤ
に
つ
い
て

は
、
始
発
を
早
め
る
と
鮮
魚
類
の
積
み
込
み
に
支

障
を
き
た
す
こ
と
や
、
タ
ン
ク
ロ
ー
リ
ー
の
始
動

時
間
を
早
め
る
必
要
が
あ
る
こ
と
、
又
、
過
去
８

時
発
と
し
た
際
に
多
く
の
苦
情
が
寄
せ
ら
れ
た
経

緯
も
あ
り
、
現
在
の
ダ
イ
ヤ
と
な
っ
て
い
る
。

　

境
港
13
時
20
分
着
の
フ
ェ
リ
ー
に
は
、
米
子
行

の
接
続
バ
ス
も
運
行
さ
れ
て
お
り
、
冬
ダ
イ
ヤ
の

際
に
は
、
そ
ち
ら
の
方
を
利
用
し
て
頂
き
た
い
。

　

ま
た
、
フ
ェ
リ
ー
の
冬
ダ
イ
ヤ
の
境
港
発
を

20
分
遅
く
す
る
と
終
着
の
西
郷
港
で
路
線
バ
ス

が
な
く
な
っ
て
し
ま
う
問
題
も
あ
る
。
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隠
岐
汽
船
に
お
い
て
も
、
Ｊ
Ｒ
に
対
し
て
、

毎
年
、
接
続
の
改
善
要
望
は
出
し
て
い
る
が
、

Ｊ
Ｒ
に
も
事
情
が
あ
っ
て
改
善
さ
れ
て
い
な
い

た
め
、
接
続
バ
ス
を
利
用
し
て
ほ
し
い
と
い
う

の
が
隠
岐
汽
船
の
意
向
で
あ
る
。

中浜　堯介　議員

　
「
キ
ー
プ
３
０
０
０
」
に
は
、
外
国
人
も
視
野

に
入
れ
た
大
胆
で
積
極
的
な
移
住
者
対
策
が
不

可
欠
で
あ
る
。
そ
の
為
に
は
、
住
宅
問
題
が
最

大
の
課
題
と
な
る
。

　

現
在
町
内
で
は
、
全
戸
数
の
約
２
割
が
空
家

で
、
付
近
住
民
に
被
害
を
及
ぼ
す
可
能
性
の
有

る
物
件
も
あ
る
。
解
体
費
用
の
一
部
を
助
成

し
、
住
宅
建
設
用
地
と
し
て
登
録
す
れ
ば
ど
う

か
。
所
有
者
に
は
固
定
資
産
税
が
発
生
し
な
い

メ
リ
ッ
ト
も
あ
る
。

　

倒
壊
の
お
そ
れ
の
あ
る
危
険
家
屋
の
所
有
者

に
対
し
、
市
町
村
が
撤
去
・
修
繕
の
命
令
が
で

き
る
「
空
家
対
策
特
別
措
置
法
」
が
昨
年
11
月

に
制
定
さ
れ
５
月
か
ら
施
行
さ
れ
る
。

　

こ
の
法
律
で
は
、
所
有
者
の
所
在
が
不
明
な

場
合
は
行
政
代
執
行
が
で
き
る
が
、
代
執
行
は

費
用
の
回
収
が
課
題
で
あ
る
。
現
行
の
税
制
で

は
、
住
宅
が
建
っ
て
い
る
土
地
は
、
固
定
資
産

税
を
６
分
の
１
に
減
額
す
る
規
定
が
あ
り
、
空

家
増
加
の
一
因
に
な
っ
て
い
る
。
国
で
は
、
危

険
家
屋
に
つ
い
て
は
、
優
遇
措
置
か
ら
除
外
す

る
こ
と
も
検
討
さ
れ
て
い
る
。

　

個
人
所
有
の
建
物
は
所
有
者
の
責
任
に
お
い

て
管
理
す
る
こ
と
が
原
則
で
あ
り
、
当
面
は
危

険
家
屋
を
正
確
に
把
握
し
、
所
有
者
に
指
導
、

助
言
を
す
る
。

　

土
地
の
借
り
上
げ
に
よ
る
住
宅
建
設
は
、
相

続
の
問
題
等
が
発
生
す
る
の
で
、
公
共
施
設
の

建
設
は
土
地
を
購
入
し
て
実
施
す
る
。

　

小
学
校
の
授
業
に
英
語
が
組
み
込
ま
れ
た

り
、
大
学
入
試
セ
ン
タ
ー
試
験
で
英
会
話
が
必

須
項
目
に
な
り
、
英
語
力
、
特
に
会
話
力
の
養

成
は
、
今
の
幼
児
・
児
童
に
と
り
重
要
で
あ
る
。

　

日
本
語
も
堪
能
な
国
際
交
流
員
に
よ
る
英
会

話
指
導
が
、
現
在
小
学
校
で
週
１
回
、
保
育
園

で
月
１
回
実
施
さ
れ
て
い
る
。
保
育
園
で
も
週

１
回
の
指
導
が
望
ま
し
い
が
、
せ
め
て
月
２
回

に
拡
充
で
き
な
い
か

　

国
際
交
流
員
の
主
な
業
務
と
し
て
は
、
地
域

住
民
と
の
異
文
化
交
流
を
行
う
た
め
に
、
国

際
交
流
ス
ポ
ー
ツ
大
会
、
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
パ
ー

テ
ィ
ー
、
ク
リ
ス
マ
ス
会
、
英
会
話
ク
ラ
ブ
等

を
企
画
・
立
案
し
て
現
在
実
施
し
て
い
る
。
ま
た
、

隠
岐
世
界
ジ
オ
パ
ー
ク
の
広
報
部
員
と
し
て
Ｐ

Ｒ
活
動
に
も
参
加
す
る
一
方
で
、
外
国
か
ら
訪

問
団
の
来
町
の
際
の
通
訳
を
し
、
国
際
交
流
に

も
貢
献
し
て
い
る
。

　

現
在
、
子
ど
も
た
ち
と
の
異
文
化
交
流
の
一

環
と
し
て
、
小
学
校
へ
は
週
一
回
、
各
保
育
園

に
は
月
一
回
の
割
合
で
訪
問
を
し
て
い
る
。

　

今
後
、
さ
ら
に
交
流
活
動
を
充
実
す
る
こ
と

や
幼
少
期
か
ら
英
語
に
親
し
む
た
め
、
保
育
園

側
と
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
調
整
を
行
い
な
が
ら
訪

問
回
数
を
増
や
し
て
い
き
た
い
と
考
え
る
。

（
１
）
島
根
鼻
の
海
岸

　

火
山
活
動
の
跡
や
貴
重
な
植
物
で
あ
る
ダ
ル

マ
ギ
ク
の
群
落
が
あ
り
、
自
然
観
察
等
に
適
し

て
い
る
。

　

二
か
所
通
り
に
く
い
所
が
有
り
、
改
善
が
必

要
で
あ
る
。

（
２
）
島
根
鼻
の
天
体
望
遠
鏡
の
活
用

　

天
文
愛
好
家
の
育
成
と
活
用
し
や
す
く
す
る

た
め
の
鍵
の
保
管
な
ど
に
つ
い
て
。

（
３
）
焼
火
林
道
の
立
ち
木
除
去

　

路
面
が
改
良
さ
れ
て
い
る
が
、
雑
木
が
大
き

く
な
り
景
観
が
楽
し
め
な
い
。
知
夫
、
海
士
、

島
後
が
見
え
る
三
か
所
ぐ
ら
い
の
立
ち
木
を
除

去
す
る
必
要
が
あ
る
。

（
４
）
生
物
の
保
護
に
つ
い
て

　

オ
キ
オ
サ
ム
シ
、
オ
キ
マ
イ
マ
イ
カ
ブ
リ
が
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
販
売
さ
れ
て
い
た
。
貴
重
な
動

植
物
の
保
護
条
例
を
早
急
に
作
る
必
要
が
あ
る
。

（
１
）
海
岸
沿
い
は
、
自
然
観
察
に
最
適
な
場
所

と
な
っ
て
い
る
の
で
、
海
岸
沿
い
を
歩
い
て
行

け
る
方
法
を
実
施
し
て
い
く
。

（
２
）
昨
年
高
性
能
な
天
体
望
遠
鏡
を
設
置
し
た

が
、
機
器
の
取
り
扱
い
が
大
変
難
し
く
、
操
作
に

苦
労
し
て
い
る
状
況
で
あ
る
。
今
後
は
愛
好
家
グ

ル
ー
プ
を
結
成
し
て
、
勉
強
会
を
行
う
こ
と
や
小

中
学
生
の
利
用
促
進
、
ま
た
、
天
体
観
測
イ
ベ
ン

ト
な
ど
も
企
画
し
て
活
用
に
努
め
て
い
く
。

　

鍵
の
貸
し
出
し
に
つ
い
て
は
、
利
用
が
夜
間

に
な
る
こ
と
か
ら
、
昼
間
は
役
場
と
別
府
支
所
、

夜
間
は
役
場
宿
直
で
貸
し
出
し
・
返
却
を
行
い
、

利
用
し
や
す
い
管
理
を
行
う
。

（
３
）
焼
火
山
周
辺
は
保
安
林
や
鳥
獣
保
護
区
、

ま
た
、国
立
公
園
区
域
や
文
化
財
（
神
域
植
物
群
）

に
も
指
定
さ
れ
て
お
り
多
く
の
規
制
が
あ
る
。

　

立
ち
木
の
成
長
に
よ
っ
て
眺
望
を
阻
害
し
て
い

る
と
こ
ろ
は
、
焼
火
林
道
以
外
で
も
あ
る
の
で
、

所
有
者
を
確
認
の
う
え
、
規
制
区
域
や
周
辺
の
状

況
を
確
認
し
な
が
ら
、
影
響
の
な
い
範
囲
で
除
去

で
き
る
箇
所
は
実
施
す
る
方
向
で
進
め
て
い
く
。

（
４
）オ
キ
オ
サ
ム
シ
、オ
キ
マ
イ
マ
イ
カ
ブ
リ
は
、

隠
岐
島
に
生
息
す
る
固
有
種
で
あ
り
４
島
と
も
に

生
息
し
て
い
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
て
い
る
。

　

環
境
省
が
指
定
す
る
動
植
物
の
指
定
対
象
外

と
な
っ
て
い
る
が
、
町
文
化
財
条
例
に
よ
り
天

然
記
念
物
の
指
定
を
行
っ
た
場
合
、
公
共
工
事

な
ど
の
開
発
行
為
を
行
う
際
に
生
息
調
査
の
義

務
な
ど
が
発
生
し
、
確
認
さ
れ
れ
ば
計
画
の
見

直
し
が
必
要
に
な
る
こ
と
な
ど
の
支
障
も
生
じ

る
こ
と
か
ら
町
天
然
記
念
物
指
定
に
あ
た
っ
て

は
、
慎
重
に
検
討
し
て
い
く
。

口村　光房　議員

西
ノ
島
町
議
会　

広
報
調
査
特
別
委
員
会
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身
体
障
害
者
相
談
員
に
今
咲
克
己
さ
ん

（
浦
郷
在
住
）
が
平
成
27
年
４
月
１
日
付
け

で
町
長
か
ら
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。

　

身
体
障
害
者
相
談
員
は
、
身
体
に
障
が

い
の
あ
る
方
や
家
族
の
立
場
か
ら
障
が
い

に
関
す
る
相
談
に
応
じ
、
助
言
や
関
係
機

関
へ
の
連
絡
を
行
い
、
障
が
い
の
あ
る
方

の
地
域
で
の
活
動
を
支
援
し
ま
す
。

　

ご
相
談
が
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
、
気
軽
に

ご
相
談
下
さ
い
。

　

な
お
、
個
人
情
報
等
の
秘
密
は
遵
守
さ

れ
ま
す
。

　

西
ノ
島
町
担
当
の
人
権
擁
護
委
員
に
、
本

年
４
月
１
日
付
で
次
の
方
が
委
嘱
さ
れ
ま
し

た
。

　

地
域
で
、
人
権
に
つ
い
て
関
心
を
持
っ
て

も
ら
え
る
よ
う
な
啓
発
活
動
を
行
っ
た
り
、

隣
近
所
の
も
め
ご
と
、
家
庭
内
で
の
悩
み
ご

と
、
仕
事
先
で
の
パ
ワ
ハ
ラ
な
ど
の
困
り
ご

と
な
ど
、
色
々
な
ご
心
配
ご
と
の
相
談
を
受

け
て
い
ま
す
。

　

そ
し
て
、
相
談
を
受
け
る
だ
け
で
は
な
く
、

「
人
権
を
侵
害
さ
れ
た
」
と
い
う
相
談
が
あ
っ

た
場
合
に
は
、
相
談
者
の
希
望
に
よ
り
法
務

局
と
協
力
し
て
調
査
等
を
行
い
、
お
互
い
の

利
害
・
主
張
の
調
整
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、

も
の
ご
と
の
解
決
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

こ
の
ほ
か
、地
域
・
学
校
・
会
社
等
で
の
「
人

　　

西
ノ
島
町
担
当
の
行
政
相
談
委
員
に
、
本
年

４
月
１
日
付
で
次
の
方
が
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。

　

委
嘱
期
間
は
平
成
29
年
３
月
31
日
ま
で

の
２
年
間
で
す
。

　

行
政
相
談
委
員
は
、
総
務
大
臣
の
委
嘱

を
受
け
、
住
民
の
皆
様
か
ら
の
ご
相
談
を

お
聴
き
す
る
民
間
有
識
者
（
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
）
の
方
で
す
。

権
出
前
教
室
」
の
開
催
や
、「
特
設
人
権
・
行

政
相
談
所
」
を
開
設
し
て
い
ま
す
。

　

平
成
27
年
度
は
左
記
表
の
と
お
り
「
特
設

人
権
・
行
政
相
談
所
」
を
開
設
す
る
予
定
で
す
。

※
相
談
無
料
、
秘
密
厳
守

【
問
合
せ
】

　
　

松
江
地
方
法
務
局
西
郷
支
局　
　
　
　

　
　
　
　
　

０
８
５
１
２
（
２
）
０
２
４
０

開設日 場　　所 時　間

６月５日（金） 美田児童館

１０時

１２時

９月４日（金） 浦郷シルバー会館

10月 23日（金）※ 浦郷シルバー会館

1２月４日（金） 黒木公民館

３月４日（金） 物井公会堂

玉木　和利さん

（船越）

小新　芳枝さん

（船越）

今咲　克己さん

（浦郷）

　

行
政
相
談
委
員
は
、
行
政
相
談
所
を
開
設

す
る
な
ど
し
て
、
住
民
の
皆
様
か
ら
国
の
行

政
な
ど
へ
苦
情
や
意
見
・
要
望
等
を
受
け
付

け
、
そ
の
解
決
の
た
め
の
助
言
や
関
係
機
関

に
対
す
る
通
知
等
を
行
っ
て
い
ま
す
。

【
問
合
せ
】

　
　
　

総
務
省
島
根
行
政
評
価
事
務
所

　
　
　
　

０
８
５
２
（
２
１
）
３
６
３
０

～
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３
月
19
日
（
木
）
か
ら
２
泊
３
日
で
、
Ａ
級
グ
ル
メ
で
売
り
出

し
中
の
先
進
地
、
島
根
県
邑
南
町
に
足
を
運
び
、
隠
岐
の
い
わ
が

き
を
テ
ー
マ
に
和
食
だ
け
で
は
な
く
、
洋
食
の
一
品
開
発
を
目
的

に
料
理
講
習
を
行
い
ま
し
た
。

　

食
改
さ
ん
、
は
っ
ぴ
い
、
旅
館
経
営
者
、
地
域
お
こ
し
協
力
隊
、

地
域
振
興
課
職
員
で
、
邑
南
町
立
食
の
学
校
の
学
校
長
（
ド
イ
ツ
で

開
催
さ
れ
た
世
界
料
理
五
輪
で
日
本
人
初
の
金
メ
ダ
リ
ス
ト
の
黒
越

勇
さ
ん
）
の
指
導
で
、
い
わ
が
き
を
イ
タ
リ
ア
ン
に
変
身
さ
せ
る
技

術
を
学
び
、
一
品
料
理
提
供
の
幅
が
広
が
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　

ま
た
、
隠
岐
・
西
ノ
島
お
さ
か
な
ス
リ
ー
ミ
ー
バ
ー
ガ
ー
の
改

良
をajikura

三
上 

智
泰
料
理
長
か
ら
学
び
、
コ
ス
ト
面
、
バ
ラ

ン
ス
、
ち
ょ
っ
と
し
た
コ
ツ
を
指
導
い
た
だ
き
、
さ
ら
に
レ
ベ
ル

ア
ッ
プ
で
き
ま
し
た
。

　

香
木
の
森
に
あ
る
濃
厚

ミ
ル
ク
に
こ
だ
わ
っ
た
カ

フ
ェ
、
チ
ョ
ウ
ザ
メ
養
殖
に

よ
り
キ
ャ
ビ
ア
で
成
功
し
た

工
場
の
見
学
、
年
間
３
億
円

を
売
り
上
げ
る
「
道
の
駅
み

ず
ほ
」
の
見
学
な
ど
、
様
々

な
内
容
で
勉
強
に
な
っ
た
視

察
交
流
で
し
た
。

3/19

　

４
月
11
日
（
土
）、

由
良
比
女
神
社
に
お
い

て
、
安
全
操
業
、
豊
漁

を
祈
願
す
る「
水
産
祭
」

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
天
候
に
恵
ま

れ
、
時
折
桜
吹
雪
の
舞

う
境
内
に
、
多
く
の
方

が
集
ま
り
ま
し
た
。

　

神
事
が
厳
か
に
執
り
行
わ
れ
、
そ
の
後
、
鏡

開
き
や
恒
例
の
餅
ま
き
が
行
わ
れ
ま
し
た
。　

　

餅
ま
き
で
は
、
大
人
か
ら
子
ど
も
ま
で
多
く

の
方
で
賑
わ
い
、盛
り
上
が
り
を
見
せ
ま
し
た
。

　

特
に
、
餅
を
手
に
し
た
子
ど
も
た
ち
の
笑
顔

が
印
象
的
で
し
た
。

　

ま
た
、
西
ノ
島
中
バ

ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部
・

レ
ス
リ
ン
グ
チ
ー
ム
の

出
店
も
あ
り
、
た
こ
焼

き
や
焼
き
鳥
、
手
羽
先

な
ど
種
類
も
豊
富
で
、

と
て
も
好
評
で
し
た
。

4/11

　

３
月
15
日
（
日
）
９
時
か
ら
、
観
光

交
流
セ
ン
タ
ー
（
ノ
ア
）
で
島
前
囲
碁

大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

知
夫
村
３
名
、
海
士
町
４
名
、
西
ノ

島
町
９
名
、
計
16
名
が
参
加
し
、
A
、

B
両
リ
ー
グ
に
分
か
れ
て
熱
戦
を
繰
り

広
げ
ま
し
た
。

　

囲
碁
は
別
名
〝
手
談
（
し
ゅ
だ
ん
）〞

と
も
い
い
、
黙
っ
て
白
黒
を
戦
わ
せ
ま

す
。
生
涯
学
習
の
一
つ
と
し
て
脳
ト
レ

に
最
適
で
す
の
で
、
腕
に
お
ぼ
え
の
あ

る
方
、
な
い
方
も
是
非
ご
参
加
く
だ
さ

い
。

　
Ａ
リ
ー
グ

　

一
位　

口
村  

七
段
（
西
ノ
島
）

　

二
位　

熊
谷  

三
段
（
海　

士
）

Ｂ
リ
ー
グ

　

一
位　

木
戸
口
初
段
（
海　

士
）

　

二
位　

熊
谷  

初
段
（
西
ノ
島
）

3/15
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　 ５月２日（土） 知夫村

　 ５月５日（火） 西ノ島町

　 ５月９日（土） 隠岐の島町

　 ５月９日（土） 西ノ島町

５月３０日（土）～６月１日（月） 隠岐４島

Enjoy

Nishi
noshi

ma!

今年も「牧畑草刈りボランティア」がありますか？
はい、ありますよ！５月５日（火）に鬼舞の間垣（石垣）周辺で行います。石垣を守るために、草刈り
をしたて、雑木を切って、周辺をきれいにしたいと思います。
いいですね。今年も参加します！毎年、勉強会もありますが、今年はどんな勉強会ですか？
今年はちょっと違う形で行います。作業した後、島根鼻へ移動し、そこで「ミニ牧畑」を作ろうと思っ
ています。昨年の牧畑フォーラムの時にも出たアイディアですけど、実現してみます。
面白そうですね！
はい！みんなで牧畑の跡地に芋の苗を植えて、秋に収穫をしようと思っています。
いいですね！先祖が頑張っていた島根鼻で私たちも頑張ります。島内外の方に
参加してもらいたいです。
そうです！隠岐の牧畑は世界でも珍しいものです。まず、みんなで牧畑の土
地を利用して、楽しんでもらい、歴史の面白さを発見してもらいたいですね。
不思議な発見もありそうですね。

　

西
ノ
島
町
観
光
協
会
は
４
月
１
日
よ
り
一
般
社
団
法
人

と
し
て
新
た
な
ス
タ
ー
ト
を
切
り
ま
し
た
。

　

西
ノ
島
に
お
越
し
に
な
っ
た
観
光
客
の
皆
さ
ん
に
、
も
う

一
度
行
っ
て
み
た
い
、
来
て
良
か
っ
た
と
言
っ
て
も
ら
え
る

よ
う
に
受
入
体
制
を
も
う
一
度
見
直
し
て
充
実
を
図
れ
る
よ

う
活
動
し
て
参
り
た
い
と
思
い
ま
す
。
町
民
の
皆
様
と
連
携

を
図
り
な
が
ら
、
訪
れ
る
人
と
住
む
人
を
と
も
に
幸
せ
に
す

る
観
光
を
創
造
で
き
る
よ
う
、
職
員
一
同
努
め
て
参
り
ま
す

の
で
、
今
後
と
も
ご
理
解
ご
協
力
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

　

観
光
協
会
で
は
、
観
光
客
と
西
ノ
島
の
方
が
楽
し
め
る
イ
ベ
ン
ト
を
た
く
さ
ん
企

画
し
て
、
４
月
１
日
か
ら
30
日
ま
で
「
国
賀
び
ら
き
フ
ェ
ス
タ
」
と
し
て
実
施
し
ま

し
た
。
今
回
は
こ
の
フ
ェ
ス
タ
の
前
半
の
レ
ポ
ー
ト
を
し
ま
す
。
４
月
に
入
っ
て
か

ら
、
桜
が
満
開
と
な
り
、
由
良
比
女
神
社
で
桜
の
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
を
は
じ
め
ま
し
た
。

例
年
よ
り
寒
か
っ
た
お
か
げ
で
１
週
間
以
上
、
桜
が
き
れ
い
に
咲
き
続
け
、
地
元
の

方
や
観
光
客
も
大
喜
び
で
し
た
。

　

そ
の
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
さ
れ
た
夜
の
神
社
で
夜
神
楽
が

行
わ
れ
、
読
売
旅
行
の
「
ロ
マ
ン
の
旅
」
の
参
加
者
や

一
般
観
光
客
、
そ
し
て
地
元
の
方
が
神
秘
的
な
神
社
で

「
島
前
神
楽
」
を
堪
能
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、「
じ
ょ
ん
じ
ょ
ん
」
の
み
な
さ
ん
に
よ
る
歓

迎
太
鼓
も
行
わ
れ
ま
し
た
。　

昼
と
夕
方
着
の
フ
ェ
リ
ー

に
合
わ
せ
て
、
観
光
客
も
地
元
の
方
が
喜
ん
で
、
じ
ょ

ん
じ
ょ
ん
し
な
が
ら
島
に
入
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

※
「
じ
ょ
ん
じ
ょ
ん
」
は
隠
岐
弁
で
「
ワ
ク
ワ
ク
」

や
「
ウ
キ
ウ
キ
」
と
い
う
意
味
。
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島前病院だより
新しく島前病院で働く６名を紹介します。どうぞよろしくお願いします。

杉
すぎやま

山晴
は る み

美
栄 養 士

木
き む ら

村祐
ゆ う こ

子
事 務

真
ま の

野和
かずとし

敏
事 務

北
き た み

見真
ま お

生
理学療法士

出　
　

身　

神
奈
川
県
横
浜
市

趣　
　

味　

旅
行
・
ロ
ー
ド
バ
イ
ク

一　

言　

　

私
は
西
ノ
島
の
大
自
然
と
人
間
味

あ
ふ
れ
る
島
の
方
々
に
惚
れ
込
ん
で

こ
の
場
所
へ
や
っ
て
き
ま
し
た
。
病

院
で
は
理
学
療
法
士
と
し
て
リ
ハ
ビ

リ
を
行
い
ま
す
。
１
日
で
も
早
く
島

の
皆
さ
ん
の
お
役
に
立
て
る
よ
う
頑

張
り
ま
す
の
で
、
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
！

出　
　

身　

西
ノ
島
町
小
向

趣　
　

味　

寝
る
こ
と

一　

言　

　

慣
れ
な
い
事
ば
か
り
で
ス
タ
ッ
フ

の
方
々
に
助
け
て
頂
く
毎
日
で
す
が
、

１
日
で
も
早
く
仕
事
を
覚
え
、
皆
様

の
お
役
に
立
て
る
よ
う
に
頑
張
り
ま

す
。
体
力
に
は
自
信
が
あ
り
ま
す
の

で
、
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま

す
。

出　
　

身　

西
ノ
島
町
物
井

趣　
　

味　

麻
雀

一　

言　

　

以
前
と
は
全
く
畑
違
い
の
職
種
で
か

な
り
戸
惑
っ
て
お
り
ま
す
が
、
自
分
の

ふ
る
さ
と
の
医
療
に
携
わ
る
方
々
の
少

し
で
も
助
け
が
出
来
れ
ば
い
い
と
考
え

て
お
り
ま
す
。
最
近
は
、
太
り
過
ぎ
て

ス
ポ
ー
ツ
等
は
付
き
合
え
ま
せ
ん
が
、

麻
雀
な
ら
い
つ
で
も
誘
っ
て
く
だ
さ

い
。

出　
　

身　

西
ノ
島
町
美
田

趣　
　

味　

お
菓
子
作
り

一　

言　

　

島
に
U
タ
ー
ン
し
て
か
ら
約
７
年

に
な
り
ま
す
。〝
島
前
病
院
の
食
事
は

美
味
し
い
〞
と
よ
く
耳
に
し
ま
す
が
、

こ
れ
か
ら
も
美
味
し
く
て
患
者
さ
ま

に
元
気
に
な
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
な

食
事
を
考
え
て
い
き
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

塚
つ か お

尾仁
ひとかず

一
医 師

吹
ふきわけ

譯紀
の り こ

子
医 師

出　
　

身　

島
根
県
浜
田
市

趣　
　

味　
文
房
具
集
め
・
サ
ッ
カ
ー
観
戦

一　

言　

　

地
域
医
療
に
貢
献
す
べ
く
頑
張
り

ま
す
。

出　
　

身　

島
根
県
松
江
市

趣　
　

味　

野
球
・
ジ
ョ
ギ
ン
グ
・
歌

一　

言　

　

４
月
か
ら
知
夫
診
療
所
と
島
前
病

院
に
勤
務
し
て
い
ま
す
。

　

隠
岐
で
の
生
活
は
初
め
て
で
す
が
、

地
域
の
方
に
寄
り
添
っ
た
医
療
を
心

が
け
、
地
域
行
事
な
ど
に
も
参
加
し

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

精
い
っ
ぱ
い
頑
張
り
ま
す
の
で
、

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　

西
ノ
島
町
に
て
光
フ
ァ
イ
バ
ー
サ
ー
ビ
ス
を
ご
利
用
さ
れ
る

場
合
、『
に
し
の
し
ま
光
ネ
ッ
ト
』
に
ご
加
入
い
た
だ
く
必
要
が

ご
ざ
い
ま
す
。
ま
だ
加
入
さ
れ
て
い
な
い
方
で
も
工
事
費
を
ご
負

担
い
た
だ
く
こ
と
で
加
入
が
可
能
で
す
。

　

な
お
、
申
し
込
み
や
お
問
い
合
わ
せ
は
西
ノ
島
町
役
場
総
務

課
（
６
）
０
１
０
１
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

【
新
設
工
事
・
機
器
設
置
費
用
等
】

　

引
込
工
事
、
宅
内
工
事
又
は
撤
去
工
事
を
要
す
る
場
合
は
、

役
場
に
負
担
金
を
納
入
頂
き
ま
す
。

・
・
・
光
フ
ァ
イ
バ
ー
サ
ー
ビ
ス
の
引
込
工
事
及
び
宅

内
工
事
に
係
る
費
用
で
す
。
５
０
，
０
０
０
円

・
・
・
引
込
工
事
を
終
え
て
い
る
住
宅
に
て
、
新
た

に
光
フ
ァ
イ
バ
ー
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る
場
合
。
１
０
，
０
０
０
円

・
・
・
建
物
を
取
壊
す
場
合
の
、
光
フ
ァ
イ
バ
機
器
や

ケ
ー
ブ
ル
の
撤
去
。
２
０
，
０
０
０
円

【
初
期
工
事
費
・
試
験
通
信
費
等
】

　

光
フ
ァ
イ
バ
ー
サ
ー
ビ
ス
を
新
規
に
ご
利
用
又
は
加
入
パ
タ
ー

ン
を
変
更
さ
れ
る
に
あ
た
り
、
初
期
工
事
費
や
試
験
通
信
費
が
掛

か
り
ま
す
。
こ
れ
ら
の
費
用
は
N
T
T
へ
お
支
払
い
た
だ
き
ま
す
。

【
地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
再
送
信
サ
ー
ビ
ス
利
用
料
】

　

光
フ
ァ
イ
バ
網
に
て
整
備
し
た
ケ
ー
ブ
ル
を
活
用
し
、
地
上

デ
ジ
タ
ル
放
送
の
電
波
を
各
家
庭
へ
再
送
信
す
る
サ
ー
ビ
ス
を

実
施
し
て
お
り
ま
す
。
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る
に
あ
た
り
、
光

フ
ァ
イ
バ
の
引
込
工
事
及
び
申
し
込
み
が
必
要
で
す
。

月
額
利
用
料
３
０
０
円
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環境整備課
作 業 員

地域振興課
主 事

みた保育園
栄 養 士

健康福祉課
保 健 師

氏　
　

名　

 

𦚰わ
き　

恵え

り

な
里
奈

出　
　

身　

隠
岐
の
島
町

趣　
　

味　

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
、
フ
ッ
ト
サ
ル

自
己
Ｐ
Ｒ　

　

部
屋
か
ら
見
え
る
西
ノ
島
の
海
は
と

て
も
素
敵
で
癒
さ
れ
ま
す
！
お
仕
事
も

プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
も
毎
日
楽
し
み
な
が
ら

取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
の
で
、
宜
し
く
お
願
い
し
ま
す
！

氏　
　

名　

 

松ま
つ
う
ら浦　

健け
ん
い
ち一

出　
　

身　

松
江
市

趣　
　

味　

サ
イ
ク
リ
ン
グ
・
野
球
観
戦

自
己
Ｐ
Ｒ　

　

西
ノ
島
と
い
う
自
然
豊
か
な
場
所
で

働
け
る
こ
と
に
、
日
々
喜
び
を
感
じ
て

い
ま
す
。

　

西
ノ
島
町
の
人
々
の
支
え
に
な
れ
る

よ
う
、日
々
精
進
し
て
い
き
ま
す
の
で
、

ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

氏　
　

名　

藤ふ
じ
の野　

僚り
ょ
う
た太

出　
　

身　

隠
岐
の
島
町

趣　
　

味　

ド
ラ
イ
ブ

自
己
Ｐ
Ｒ　

　

西
ノ
島
町
は
初
め
て
で
驚
く
こ
と

ば
か
り
で
す
。
子
供
た
ち
か
ら
元
気

を
分
け
て
も
ら
い
な
が
ら
、
少
し
で

も
役
立
て
る
よ
う
努
力
を
惜
し
ま
ず

頑
張
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

氏　
　

名　

中な
か
は
ま浜　

正ま
さ
と登

出　
　

身　

浦　

郷

趣　
　

味　

バ
ス
ケ
ッ
ト
、
音
楽
鑑
賞

自
己
Ｐ
Ｒ　

　

幼
少
期
よ
り
育
っ
た
西
ノ
島
町
の

子
供
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
、
様
々
な

方
の
住
み
や
す
い
町
づ
く
り
に
貢
献

し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
住
民
の

方
々
と
関
わ
る
こ
と
で
自
分
自
身
が

成
長
し
、
そ
れ
を
日
々
の
業
務
に
生

か
せ
る
よ
う
に
し
た
い
で
す
。
よ
ろ

し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

今年は新たに男の子 13名、女の子 5名が入学しました。みなさん、どうぞよろしくお願いします。
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月　　日 時　　　間 　会　　場　 月　　日 時　　　間 会　　　場
６月１４日 (日 ) 13:30～15:30

中 央 公 民 館
６月１8日 ( 木 ) 　8:30～14:30 船 越 公 会 堂

６月１５日 (月 )  8:30～15:00 ６月１9日 ( 金 )
　8:30～ 9:30 珍 崎 公 民 館

６月１６日 (火 )  8:30～18:00
県 集 合 庁 舎

11:00～12:00 赤ノ江公民館
６月１７日 (水 )  8:30～14:30 ９月10日 ( 木 ) 　8:30～11:30 中 央 公 民 館

※特定健診を受診しない方でも、受けられます。

≪対象≫ ４０歳以上の女性
≪料金≫ ４０～４９歳：２，２００円　　 　５０歳以上：１，２００円

≪申し込み方法≫ 事前に役場健康福祉課（６－０１０４）に電話でお申し込みください。

※４月１日現在で４０歳（女性）の方には無料クーポンを郵送しています。
　受診の際には無料クーポンを忘れずにお持ちください。

≪申込期間≫５月７日 ( 木 ) ～５月１５日 ( 金 ) まで

月　日 時　　　　間 会　　　　　場

６月　９日（火） １３: ３０ ～ １８: ００ 美　田　児　童　館

６月１０日（水） 　８: ３０ ～ 1 ８: ３０ 中　央　公　民　館

６月１１日（木） 　９：００～１４：３０ 黒　木　公　民　館

①申し込み順にご希望の日程と時間を

 ３０分単位に振り分けさせていただきます。

②その際には、住所（番地）、氏名、 

 生年月日をお聞きします。

③当日は、受付時間の１０分前に 

　お越しください。

④ 当日、簡単な問診を行います。

【自己検診方法】
①　まずは、鏡の前で形をチェック（形の変化、へこみ、ひきつれ、ただれ）
②　両手を挙げた状態で、①と同じことをチェックします。
③　図のように、片手を挙げ、指の腹３本で軽く圧迫しながら、鎖骨の下からわきの下の方まで胸全体を
　　矢印の方向へまんべんなく触れます。
　　（石鹸や乳液をつけてすべらせるようにして）つままずに、ゆっくりと丁寧に触るのがポイントです。
④　腕を下げて、胸を張った状態で③と同じことをします。
⑤　最後に、脇の下、鎖骨の下にしこりがないか、左右の乳首から分泌物が出ないかをチェックします。
※毎月、生理一週間後（閉経後の方は毎月日にちを決めて）、視触診を行いましょう。

≪大腸がん検診容器提出期間≫６月１４日（日）～１９日（金）まで

①　予約された方には、６月初めに検査容器と案内文をご自宅に郵送します。
②　自宅で2日分の便を採取します。
③　特定健診・後期高齢者健診の会場にて容器を提出します。
　　　　　　　　　　　 に役場健康福祉課までご持参ください。
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月　日 受　付　時　間 会　　　　　場
５月　７日（木） １３: ３０ ～ １４: ３０ 黒　木　公　民　館
５月　８日（金） 　７: ００ ～ 10: ００ 中　央　公　民　館
５月１１日（月） １３: ３０ ～ １４: ３０ 赤　ノ　江　公　民　館

5月１２日（火）
７: ００ ～ ７: ４０ 船　越　公　会　堂
8：３０ ～ ９：３０ 大　津　集　会　所

・ バリウムと胃をふくらませる発泡剤を飲んで、エックス線で撮影し、胃の形や粘膜に異常がないかをみます。
・検診時間は５分程度です。

どんな検診？

・当日でも胃がん検診は受診できますが、予約された方が優先されますのでご了承ください。
電話予約をしなかった場合

≪対象≫４０歳以上の男女

≪料金≫１，５００円

≪対象≫ ４０歳以上の男女
≪料金≫ ５００円

≪申し込み方法≫ 事前に役場健康福祉課（６－０１０４）に電話でお申し込みください。

※４月１日現在で４０歳の方には無料クーポンを郵送しています。
検診の際には無料クーポンを忘れずにお持ちください。
※未開封の場合は容器を回収させていただきます。 かかります。

≪申込期間≫５月７日 ( 木 ) ～５月１５日 ( 金 ) まで　※キャンセルされる場合もご連絡下さい。

・いわゆる検便です。専用の容器に便を少しつけて提出すると、目に見えない血液が便中にまじっていないか
  どうかを調べます。（便潜血反応）

どんな検診？

予約の際に
　・氏名　　　・住所　
　・生年月日　・電話番号
　　　　　　　　　をお聞きします

＊注意事項＊
…前夜の9時以降の夜食と朝の食事は抜いてください。
…検診当日は軽い朝食をとっていただいて結構です。ただし、検診６時間前に      

　　　　　　　　　　　 済ませましょう。肉類、貝類、天ぷら、ラーメン、練り製品、こんにゃく、　
　　　　　　　　　　　 海藻類、きのこ類などは避けましょう。

…いつもどおりの時間に少量の水で飲んでください。飲んだこ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　 とを検査の担当者にお伝えください。

…主治医の指示に従ってください。

健康福祉課だより
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　５月になり、鯉のぼりも視野に入って来ましたね。先月は新たな年度の始まりで自己紹介も多かったと思

いますが、米オハイオ州の代表にもなれる私が出身地の名物「バッカイ」を職場の仲間に試食して頂きました。

そもそもバッカイとは？

●バッカイとは、トチノキ、あるいは栃の実のことです。英語では buckeye と書き、「雄鹿の目」という意味です。

「雄鹿の目」という呼び方は大昔から暮らしている先住民のイロコイ族の言葉の英訳です。

●バッカイはオハイオ州のシンボルで、州の公式なニックネームも「トチノキの州」で、新聞の記事などで

使われています。

●東京なら「江戸っ子」という呼び方があるのと同じく、オハイオの人々をバッカイと呼ぶこともあります。

「バッカイはバッカイが大好き」というようなダジャレも出来そうですね。（オハイオ人は栃の実が大好きと

いうことでした。）

●西ノ島町と言えば活イカ活っちゃんですが、オハイオ州と言えばブルータス・ザ・バッカイ（栃の実のブルー

タス君）。体は人間、頭は栃の実で出来ているキャラクターで見た目が印象的。

●アメリカの甲子園と言える米大学フットボールの全米王座決定戦で全米大学王者になったオハイオ州立大学

のチーム名も「バッカイズ」。このチームは大人気で州旗の代わりにチームの旗をあげる家もよく見かけます。

●オハイオ州のお土産・名物もバッカイと呼ばれていますが。ピーナツバターとチョコレートで作られており、

見た目だけが「栃の実」。このバッカイチョコは、アメリカンフットボールのイベントやホームパーティーの

時に食べるオハイオ人が多いです。ちなみに、去年島根県に来て、隣の鳥取県の栃餅の話を聞いて、栃餅な

どで栃の実が食べられると初めて知りました。向こうでは実を飾りにする習慣はあっても食べることはしま

せん。異文化と触れ合ったら色んな発見がありますね！

　バッカイの色々、いかがでしたか。実は今度、バッカイチョコの料理教室を行います！西ノ島町の皆さんと作

るのを楽しみにしておりますので、興味のある方は是非ご連絡ください。（西ノ島町教育委員会６－０１７１）

　

３
月
26
日
（
木
）、「
ご
う
ぎ
ん
一
粒
の
麦
の
会
」
様
か
ら
、

い
と
お
か
歯
科
ク
リ
ニ
ッ
ク
に
ブ
ル
ー
レ
イ
レ
コ
ー
ダ
ー
が

寄
贈
さ
れ
ま
し
た
。

　
「
ご
う
ぎ
ん
一
粒
の
麦
の
会
」
様
は
、
地
域
社
会
等
へ
の

感
謝
の
気
持
ち
を
表
す
た
め
、
継
続
的
な
募
金
活
動
及
び
寄

付
活
動
（
年
２
回
）
を
通
じ
て
医

療
・
福
祉
関
係
先
へ
車
イ
ス
な
ど

を
寄
贈
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

寄
贈
さ
れ
た
ブ
ル
ー
レ
イ
レ

コ
ー
ダ
ー
は
、
今
後
、
待
合
所
に

て
患
者
様
の
た
め
、
活
用
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

　

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
「
し
ま
ね
版
特
区
」
は
、
地
域
で
取
り
組
も
う
と
し
て
い

る
事
業
が
、
様
々
な
規
制
に
よ
り
実
施
が
困
難
な
と
き
に
、

規
制
の
特
例
措
置
を
設
け
る
こ
と
に
よ
っ
て
そ
の
実
現
を

は
か
る
制
度
で
す
。

　

市
町
村
、民
間
事
業
者
な
ど
、ど
な
た
で
も
申
請
可
能
で
す
。

▽
申
請
受
付
期
間

　

５
月
15
日
（
金
）
〜
５
月
29
日
（
金
） 

▽
問
い
合
せ
先

　

島
根
県
し
ま
ね
暮
ら
し
推
進
課

　
　
　
　
　

電
話
０
８
５
２
・
２
２
・
６
２
３
４
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狂犬病予防注射のお知らせ
　狂犬病予防法により生後3ヶ月以上のすべての犬は、毎年、狂犬病予防注射を受けなければなりません。
　また、新たに犬を飼い始めた飼い主の方は、犬の登録も必要になります。
　下記の日程で狂犬病予防注射を行いますので、必ず受けてください。

（手数料）
①予防注射だけを受ける場合・・・
②登録と予防注射を受ける場合・・
③既に予防注射を受け予防注射済票のみ受け取る場

合・・
　　　★おつりのいらないようお願いいたします。

○現在、登録されておられる飼い主さんの変更や犬
が死んでしまった時など、登録情報に変更があった
場合、また、病気などのため接種ができない場合は
お知らせ下さい。

○今回注射できない場合は、最寄りの動物病院で予
防注射をしていただき、狂犬病予防注射済証を浦郷
シルバー会館（地域包括支援センター）にご持参下
さい。

　また、既に予防注射を受けた方も、当日会場もし
くは後日浦郷シルバー会館まで「狂犬病予防注射済
証」をご持参下さい。

受 　付　 時　 間 場　　　　　　所

１２：２０～１２：５０ 県集合庁舎（別府）

１３：５０～１４：００ 物井公会堂前

１４：１０～１４：２０ 大山会館前

１４：３０～１４：４５ 老人福祉センター前

１４：５０～１５：１０ 船越公会堂前

１５：２０～１５：５０ 浦郷警察署前

１６：００～１６：１０ 赤ノ江公民館前

１６：２０～１６：３０ 珍崎バス停付近

１６：４０ 三度もーもー館前

　平成 27年 4月 1日（基準日）において、「恩給法による公務扶助料」や「戦傷病者戦没者遺族等援護法による遺族年金」
等を受ける方（戦没者等の妻や父母等）がいない場合に、次の順番による先順位のご遺族お一人に支給。
【戦没者等の死亡当時のご遺族で】
　1　平成 27年 4月 1日までに戦傷病者戦没者遺族等援護法による弔慰金の受給権を取得した方
　2　戦没者等の子
　3　戦没者等の①父母　②孫　③祖父母　④兄弟姉妹
　 　※戦没者等の死亡当時、生計関係を有していること等の要件を満たしているかどうかにより、順番が入れ替わります。
　4　上記 1から 3以外の戦没者等の三親等内の親族（甥、姪等）
　　 ※戦没者等の死亡時まで引き続き 1年以上の生計関係を有していた方に限ります。

額面 25万円、5年償還の記名国債

平成 27年 4月 1日から平成 30年 4月 2日まで
（請求期間を過ぎると第十回特別弔慰金を受けることができなくなりますので、ご注意ください。）

役場健康福祉課（６－０１０４）
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放
送
大
学
で
は
、
平
成
27
年
度
第
２
学
期

（
10
月
入
学
）
の
学
生
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　

放
送
大
学
は
テ
レ
ビ
等
の
放
送
や
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
し
て
授
業
を
行
う
通
信

制
の
大
学
で
す
。
働
き
な
が
ら
学
ん
で
大
学

を
卒
業
し
た
い
、
学
び
を
楽
し
み
た
い
な
ど
、

様
々
な
目
的
で
幅
広
い
世
代
、
職
業
の
方
が

学
ん
で
い
ま
す
。

　

心
理
学
・
福
祉
・
経
済
・
歴
史
・
文
学
・

自
然
科
学
な
ど
、
幅
広
い
分
野
を
学
べ
ま
す
。

　

出
願
期
間
は
第
１
回
は
８
月
31
日
ま
で
、

第
２
回
は
９
月
20
日
ま
で
。

　

資
料
を
無
料
で
差
し
上
げ
て
い
ま
す
。

　

お
気
軽
に
放
送
大
学
島
根
学
習
セ
ン
タ
ー

ま
で
ご
請
求
下
さ
い
。

　

ま
た
、
放
送
大
学
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
受

け
付
け
て
お
り
ま
す
。

<

お
問
い
合
わ
せ
先>

放
送
大
学
島
根
学
習
セ
ン
タ
ー

電　

話　

０
８
５
２
‐
２
８
‐
５
５
０
０

　

5
月
分
の
税
目
等
及
び
納
期
限
は
次

の
日
程
と
な
り
ま
す
。

　

納
税
通
知
書
等
で
金
額
を
ご
確
認
い

た
だ
き
今
一
度
、
通
帳
残
高
を
お
確
か

め
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
、
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
。

　

町
税
等
に
は
納
め
忘
れ
が
な
い
、『
口

座
振
替
』
を
お
勧
め
し
て
い
ま
す
。

　

納
付
等
に
関
す
る
相
談
は
町
民
課

（
６
）０
１
０
３
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　

■雨天の場合
・当日朝６時半に中止の放送をします。
・清美苑は開きませんのでご注意ください。
・５月２４日（日）に改めて行いますので
　ご協力いただきますようお願いします。

■全町一斉清掃のごみ搬入に関する注意事項
　ごみ焼却場「清美苑」にごみ等を搬入される際、次の事項にご注意ください。
①搬入の際は、必ず係員の指示に従ってください。
②可燃ごみと不燃ごみをきちんと分別してください。
③草木は、ごみ焼却場「清美苑」の敷地内に置き場を用意してありますので、係員の指示に従っ
て搬入してください。
④搬入出の際に、必ず計量を行ってください。（２回の計量）
⑤漂流物等の小物は袋に入れてください。また、ロープ等は持てる重さにくくり、搬入してください。
⑥搬入に際しては、一斉清掃である旨を必ず告げてください。
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　TEL. 6-1211　FAX.6-1212

定住促進係　TEL.7-8131　農林水産係・観光商工係  TEL. ７-8777

　TEL.6-0450　FAX.2-2247

別 府 支 所   TEL. ７-8101　　　　　 地域振興課　FAX.7-8025

　TEL.6-1748  FAX.6-0186

　 TEL. 6-0171　FAX.6-1028

町長が町民の皆様のご意見、ご要望をお聞きするための FAX6-1819

TEL.6-1182　FAX.6-1183

　TEL.6-0105　　 　TEL.6-0103　　 　TEL.6-0104

　TEL（08514）6-0101　FAX　6-0683

※町内無料電話を利用する場合、番号の頭に「５」をつけて電話すると無料電話になります。

　TEL.6-1338(FAX兼用 )

（浦郷シルバー会館）

　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業
は
、
自
治
総
合

セ
ン
タ
ー
が
宝
く
じ
の
社
会
貢
献
事
業
と
し

て
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
に
必
要
な
備
品
や

集
会
施
設
の
整
備
等
に
助
成
を
行
う
も
の
で

す
。
今
回
、
共
生
の
地
域
づ
く
り
助
成
事
業

を
活
用
し
、
別
府
港
フ
ェ
リ
ー
第
２
タ
ー
ミ

ナ
ル
に
、
授
乳
室
、
キ
ッ
ズ
コ
ー
ナ
ー
、
お

む
つ
替
え
設
備
等
の
整
備
を
行
い
ま
し
た
。

　

子
育
て
に
や
さ
し
い
玄
関
港
と
し
て
、
本

町
を
訪
れ
た
皆
様
に
ご
利
用
い
た
だ
け
れ
ば

と
思
い
ま
す
。

『
美
保
基
地
航
空
祭
』
の
お
知
ら
せ

　

平
成
27
年
５
月
24
日
（
日
）
午
前
９
時
〜
午
後
３
時
（
予
定
）

　

航
空
自
衛
隊　

美
保
基
地
内
（
鳥
取
県
境
港
市
小
篠
津
町
２
２
５
８
）

（
予
定
）

　
（
１
）
航
空
機
地
上
展
示
（
Ｃ
‐
１
、
Ｙ
Ｓ
‐
11
、
Ｔ
‐
４
０
０
等
）

　
（
２
）
航
空
機
飛
行
展
示
（
Ｆ
‐
15
、
Ｃ
Ｈ
‐
47
等
）（
予
定
）

　
（
３
）
装
備
品
展
示
（
救
命
装
備
品
、
エ
ン
ジ
ン
、
消
防
車
等
）

　
（
４
）
そ
の
他
（
Ｓ
Ｌ
日
本
海
、
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
、
ゆ
る
キ
ャ
ラ
大
集
合
等
）

　
（
１
）
ご
来
場
の
際
は
、
駐
車
場
（
無
料
）
に
限
り
が
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
公
共
交

　
　

通
機
関
を
ご
利
用
下
さ
い
。
な
お
、
基
地
と
一
部
の
駐
車
場
の
間
を
民
間
運
営
の

　
　

シ
ャ
ト
ル
バ
ス
（
有
料
）
が
運
行
さ
れ
る
予
定
で
す
。

　
（
２
）「
身
体
障
が
い
者
補
助
犬
」
以
外
の
ペ
ッ
ト
類
（
犬
、
猫
、
他
の
動
物
等
）
を

　
　

連
れ
て
の
来
場
は
、
一
切
で
き
ま
せ
ん
。

　
（
３
）
シ
ー
ト
類
、椅
子
及
び
脚
立
、三
脚
等
の
使
用
は
、飛
行
場
地
区
内
（
コ
ン
ク
リ
ー

　
　

ト
地
）
で
は
、ご
遠
慮
下
さ
い
。（
グ
ラ
ン
ド
等
の
休
憩
場
所
は
、使
用
で
き
ま
す
。）

　
　
　

ま
た
、
カ
バ
ン
、
ケ
ー
ス
等
に
腰
掛
け
て
の
見
学
は
他
の
お
客
様
に
迷
惑
に

　
　
　

な
り
ま
す
の
で
、
ご
遠
慮
下
さ
い
。

　
（
４
）
ゴ
ミ
は
各
自
で
必
ず
お
持
ち
帰
り
下
さ
い
。

    

航
空
自
衛
隊
美
保
基
地
渉
外
室
広
報
班

      　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

Ｔ
Ｅ
Ｌ
：
０
８
５
９
‐
４
５
‐
０
２
１
１
（
代
表
）
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便利屋　滝下
障子・襖の張り替え

建具修理
アミ戸の張り替えもいたします

庭木の手入れ他
掃除・草取り

家の修理致します
どんな小さなことでも

ご相談下さい

滝下　修秀（滝浜）
浦    郷

  電　　話　6-1537
携帯番号　090-7377-8221

お食事処　　電話６-０４０１

５月の営業時間についてお知らせ
　昼：ＡＭ11：30～ＰＭ2：00
　夕：ＰＭ5：30～ＰＭ8：00

（定休日：月曜日 )

ごはんがおいしい！
各種定食あります！
ラーメンがおいしい！

 

 　　　　

 

どんとカード会加盟店 マイバック利用促進店

電話番号 090-7771-9912

http://okidstyle.com/
どんとカード会

 
　　　　  当 3　  Ａ 組　２３１   B  組　４７１
　  Ａ

あ組 ０４４   い組 ２８８ 　い組 ４１１
い組 ４９７   い組 ５７９ 

どんとカード会商品券
≪今回は　 商品券を 5名様へ！≫

短時間でも１週間に数日でもＯＫ！
介護福祉士・介護職員初任者研修（旧２級ヘルパー）・
調理師等の資格者は優遇します。
詳しいことはホームページをご覧下さい。
まずは下記までお電話下さい。
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2121 がんばっど！西ノ島

いとおか歯科クリニック
院長　糸岡  紹男

  ※日曜・祝日は休診

診察時間
午前　９：００～１２：００
午後　２：００～   ６：００
（土曜は午後休診）

電  話　６－１９８８
         FAX　 ６－１９９０

浦郷（浦郷診療所２階）

　　訪問診療をご希望の方は
　　ご連絡ください。

月 火 水 木 金 土
午前 ○ ○ ○ ○ ○ ○
午後 ○ ○ ○ 訪問診療 ○ ×

魚谷眼科医院
院長　魚谷　純　副院長　舩田雅之

午前　９：００～１２：３０
午後　３：００～   ６：００

☆土曜午後は２：００～５：００

鳥取県米子市上後藤２－３－３

（外浜街道・バス停後藤ヶ丘中学校前）

電話（0859）22-2246
ホームページ 

http://www.uotaniganka.com/

月 火 水 木 金 土
午前 ○ ○ ○ × ○ ○
午後 ○ ○ ○ × ○ △

通常シングル１室１名様5,940円のところ

隠岐在住の方限定！
　　　　　　　　3,900円（税込）
更に日曜・祝日宿泊料金

　　　　　
　※他のプランとの併用は出来ません。

　　　　　　※連休の場合は連休最終日をプラン
　　　　　　　適用日にさせて頂きます

。
　　　　　　

ヘルシー朝食バイキング
　　　　　　お１人様　980円（税込）
　　　

JR 松江駅前
　　　松江アーバンホテル１号館２号館
　　   松江市朝日町５９０－３
　　　 電話　０８５２－２２－０００２
　　　 http://www.matsue-urban.co.jp

とって隠岐プラン

おすすめ

シングル1室1名様

平日シングル
1室1名様

　　3,900円 (税込 )

下水道接続工事は
ぜひ㈲坂設備に
御相談下さい！！
　●上下水道工事
　●水廻り改修
　●給湯器・電気温水器
　●ＩＨクッキングヒーター
　●住宅改修工事

　㈲坂設備
　ＴＥＬ：７－８５１７
　ＦＡＸ：７－８０４６

　●上下水道工事
　●水廻り改修
　●給湯器・電気温水器
　●ＩＨクッキングヒーター
　●住宅改修工事

福祉用具のさか
●起きあがりが大変で、電動ベッ
　ドを使いたい。
●尿漏れが気になるので、失禁
　パンツを使ってみたい。
●長い距離が歩けなくなったの　
　で、電動カーに乗ってみたい。
●家に手すりなどを取り付けて
　欲しい。
など、介護のことは何でもご相談下さい。
【営業】月曜～土曜

※オムツなどの配達も承っており
ます。お気軽にお電話下さい。

　

出張カットいたします！
※ ご予約制（お電話下さい。）

KAEDE
場所　別府港近く、別府駐在所前
携帯　090-7547-6233
　　   担当　原　日和

T E L  ６‐１２２２
F A X  ６‐０２０５
携 帯  090-5887-9131

快適な住まいを考える

リフォーム工事全般

宅内上下水道工事
物置・フェンス・外構工事

～従業員募集～

 ㈲山下土木工事所
　　　電話（７－８８２１　担当：近藤）

　　一般土木、舗装工事に従事していただきます
　  条件：高卒程度、普通自動車免許所有

　  パソコンにて資料作成、役所への対応等
　  工事と現場の管理をしていただきます
　   要資格：１級または２級土木施工管理技士

＜給与・休日＞
　当社規定による
　　事前に電話連絡の上、履歴書を
　　ご持参ください
　　　＊経験者優遇します

主にレンタカー業務　詳しくは当店まで

5/1 金 8：00～ 18：00
5/2 土 8：00～ 17：00
5/3 日 休　　　業
5/4 月 休　　　業
5/5 火 8：00～ 17：00
5/6 水 8：00～ 17：00
5/7（木）からは通常営業

21
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　5月5日（火）には、鬼舞にある石垣周辺の清掃後、島根鼻でサツマイモを植えてミニ

牧畑を再現しようというイベントがあります。

　牧畑には、島前カルデラの平地が少なく、痩せた土地を有効に活用し、より効率よく作

物の収穫が得られるよう、昔の人々の知恵が詰まっています。家畜を放牧し土地を肥やし、

天候不良にも耐えられる作物の栽培、豆類を植え地力を維持してずっと継続できる農法で

した。

　西ノ島のなめ味噌は、牧畑で得た作物から作られてい

たことや、放牧が続いているのは、私たちの生活の中に

まだ牧畑の名残があるからなのでしょう。
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☎お問合せ　別府支所（西ノ島町役場地域振興課内）　集落支援員　電話：７－８１３１　FAX：７－８０２５

2 0 1 5
Vol.  ６

集
落
支
援
員
活
動
日
誌

毎
日
を
笑
顔
で
暮
ら
そ
う

　臨時職員として地域振興課に勤務しており
ます。５年ほど前から隣町の団体で集落支援
員と似たような活動を経験しておりました。
　経験と想いを活かす良い機会であるの
で頑張りたいと思っております。宜しく
お願い致します。

　集落支援員２年目となりました。
　この一年間で多くの方とお話させてい
ただく機会が持て、毎日が勉強でした。
　今年度も町内を駆け回りたいと思いま
すので、宜しくお願い致します。

<趣味 >

神楽・ヨット・

魚釣り

<趣味 >

子供と遊ぶ

手芸

　無店舗地区を対象とした買い物等支援バス運行を行っ

ています。宇賀・倉ノ谷・物井地区、波止地区、大山地

区は集落支援員が運行しています。

　ＪＡしまね隠岐どうぜん地区本部の行う移動販売

の補助を行っています。平成２６年７月から珍崎地

区、８月から三度地区の試験販売を開始するにあたっ

て、集落支援員もお手伝いをしています。

　ＪＡしまね隠岐どうぜん地区本部のグリーンストア

内にある直売所に出荷される野菜の集荷のお手伝いを

しています。

　人手不足の地区 ( 昨年は三度地区 ) の清掃作業に

参加させて頂きました。

　西ノ島町内の使わなくなった子ども用品を集め、必要
としている方へ提供できる場を設けています。
　『西ノ島町子ども用品リユースコーナー』の
Facebook ページにて開催の報告や回収された
リユース品の写真を掲載しています。西ノ島町
ホームページ内の「子ども用品リユースコーナー
Facebook ページ」からもご覧いただけます。

桂寿会訪問、子育てサロン訪問、イベントスタッフ、

集落代表者ヒアリング調査、集落意見交換会　等

買い物等支援バス運行

移動販売支援

野菜集荷支援

地区活動支援

子ども用品リユースコーナー開催

その他
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2015 年 3月 31 日現在

■人口　　　　     3,020 人
■男　　　　　     1,489 人
■女　　　　　     1,531 人
■世帯数　　　     1,598 世帯   
■ 65歳以上人口　 1,272 人

今年から新たに行われて
いる「国賀びらきフェス
タ」の中のイベントひと
つである「夜神楽」。ライ
トアップされた由良比女
神社境内で行われる隠岐
島前神楽は幻想的な雰囲
気を醸し出し、観客を魅
了しました。

4
みどりの日

●全町燃えるごみ収集

5
こどもの日

6
振替休日

7
●全町燃えるごみ収集

8
●リサイクル品(カン)収集

●いきいき健康サロン
(倉ノ谷活性化センター)
〈13:30～〉

9
●土曜よろず朝市
(観光交流センター )
〈10:00～〉

10
直接搬入受付

27 28 29 30 1 2 3
憲法記念日

11
●全町燃えるごみ収集

12
おはなしのへや
( 中央公民館 )

<11:00 ～ 11：30>

13
●不燃ごみ収集
( 埋立てごみ ) 家電
リサイクル製品除く
●いきいき健康サロン
( 別府至誠館 )
〈13:30～〉

14
●全町燃えるごみ収集

●子育てサロン
（老人福祉センター）
〈10:00 ～ 12：00〉
●スッキリ体操教室

(大津集会所 )
〈13:30～ 14：15〉

15
●スッキリ体操教室

(浦郷シルバー会館 )
〈9:30～ 10:15〉
●いきいき健康サロン
(物井公会堂 )
〈13:30～〉

16 17

3125
●全町燃えるごみ収集

●いきいき健康サロン
( 三度もーもー館 )
〈13:30～〉

26 27
●リサイクル品
(ペットボトル)収集
●年金相談
( 黒木公民館 )
〈13:00～16:00〉

28
●全町燃えるごみ収集

●子育てサロン
（老人福祉センター）
〈10:00～ 12：00〉

29
●いきいき健康サロン
( 波止公会堂 )
〈13:30～〉

30

18
●全町燃えるごみ収集

19 20
●リサイクル品(ビン)収集

●狂犬病予防注射

21
●全町燃えるごみ収集

●子育てサロン
（老人福祉センター）
〈10:00 ～ 12：00〉
●いきいき健康サロン
(赤ノ江公民館 )
〈13:30～〉

22 23
●土曜よろず朝市
(観光交流センター )
〈10:00～〉
おはなしのへや
( 中央公民館 )

<14:30 ～ 15：00>

24
直接搬入受付

食育の日


